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　内閣府「平成 27 年中における自殺の状況」によると，2015 年における日本の総自殺者数は
24,025 人，人口 10 万人当たりの自殺者の数（自殺率）は18.9 人である。これは同じ年の交通事
故死者数（4,117 人）の 5.83 倍に上る。1998 年には年間自殺者数が 32,863 人となり，統計のあ
る1897 年以降で初めて3万人を突破した。この急増は，金融破たんの借金苦による中年男性
の自殺の増加であったことが明らかにされている（本橋 2007）。さらに2003 年には34,427 人に達




の整備などの自殺対策の成果が表れ，2012 年は27,858 人となり15 年ぶりに3万人を下回ったも
のの，依然として高齢者の自殺者数が多い。高齢者（60 歳以上）の自殺者は，総自殺者数の約
4割（41.1％）となっており，その中でも男性高齢者は6割強（64.3％）と女性より非常に多い。これ




　また職業別にみると，無職者が 14,322 人（59.6％）と自殺者数の約 6割を占め，次いで被雇用
者・勤め人 6,782 人（28.2％），自営業・家族従事者 1,697 人（7.1％），学生・生徒等 835 人（3.5％）
の順となっている。無職者の自殺者数の年齢階級別構成割合によると，男女とも70 代が最も多く
（男性 21.1％，女性 20.8％），次いで60 代（男性 20.1％，女性 18.6％），80 代以上（男性 15.4，







































































































































































































































































































































































































































で50 歳代（3282 人），60 歳代（3083 人）であり，原因・動機は健康問題が最多の9894 人（経済・






















































































































































































月現在，全国 1,407 の市区町村において，3,328 クラブが活動している。
6） サードプレイス（the third place）とは，Oldenburg（1989）が提唱した概念で，家庭（第 1 の場）でも職場（第
2 の場）でもない第 3 のインフォーマルな公共生活の場，すなわち居心地よい場所を意味する。サードプレ
イスの特徴は，「中立性，社会的平等性の担保，会話が中心に存在すること，利便性があること，常連の存
在，目立たないこと，遊び心があること」という。
7） 埼玉県新座市の 60 〜 74 歳の高年男性（退職者を含む）3911 名を対象に質問紙調査を行った結果，健康・
スポーツは，「現在行っている地域活動」（健康・スポーツ 52.8%，趣味 36.9%，特にない 26.1%，地域行事
9.1%など），「最も力を入れている地域活動」（健康・スポーツ 35.9%，特にない 26.1%，趣味 18.2%，地域行
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